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ロベコ アクティブオーナーシップ 

2024 年は海洋生物と有害化

学物質が重要なエンゲージメ

ント・テーマに 
 

 新規テーマとして、海洋生物保護と PFAS の使用廃止にフォーカス 

 段階別評価（信号）システムを用いて排出量ネットゼロへの移行で後れを

取る企業を特定 

 ファッション業界に注目した運用戦略の設定に伴い、同業界とのエンゲー

ジメントを推進 

 

高排出企業への対応や持続可能なファッション業界への移行促進というテーマに加え、海洋生物多様性と

有害化学物質の問題を新たなエンゲージメント・テーマとして設定します。 

 

ロベコは 2024 年に注力する最新のエンゲージメント・テーマとして、お客様との協議を踏まえ、これらのテ

ーマを選定しました。通常の新規エンゲージメント・テーマ同様、海洋生物多様性と有害化学物質に関する

エンゲージメントは、投資先企業の中から選定された企業との間で 3 年間にわたり実施します。 

 

加えて、排出量ネットゼロへの移行で後れを取る高排出企業に対するエンハンスト・エンゲージメントをさら

に強化します。対象企業は、2026 年までにロベコが求める気候関連の最低基準を満たさなければ、投資対

象から除外されるリスクを負うことになります。  

 

一方、2023 年 10 月にファッション業界を投資対象とする運用戦略の設定と共に開始した同業界とのエンゲ

ージメントは、年内に丸 1 年を迎えます。ロベコの運用戦略の中でも、サステナビリティ向上のために全投

資先企業とエンゲージメントを行うことを前提に組入銘柄を選定する運用戦略は 2 本のみであり、当戦略

はその 1 つです。  

“ 当テーマでは養殖業や漁業関連の上場企業にフォーカスし、初めて深海

採鉱にも注目します。 

新たな機会の大海原  

海洋生物多様性のテーマでは、海洋生物に重大な影響を及ぼす、養殖業や漁業などの企業（6 社程度）と

のエンゲージメントに取り組みます。乱獲と海洋環境の汚染は、生物多様性喪失の 5 つの主要因に含まれ

ます。  

 

ロベコの生物多様性関連エンゲージメントを取り纏めるサステナブル投資スペシャリストの Laura Bosch は、

次のように述べています。「海洋生物多様性は、生物多様性という包括的なテーマの中でも、ロベコがこれ
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までそれほど注力してこなかった分野です。これまでは、森林破壊の問題や Nature Action 100 との協働

に、より注力してきました。Nature Action 100 では、陸地や土地利用の変化に重点を置いており、海洋の問

題に対する注目は限定的でした。当テーマでは養殖業や漁業関連の上場企業にフォーカスし、初めて深海

採鉱にも注目します。」 

  

海底から貴重な鉱物を掘り出す深海採鉱は論争の的となる分野であり、海洋生物に対する脅威や公害の

懸念が指摘されています。当エンゲージメントの大部分は、2023 年 9 月にスタートした Nature Action 100 と

の協働で行う予定です。最初のステップとして、この分野に含まれる可能性の高い 100 社に対して、投資家

の期待を記した書簡を送付します。. 

新規化学物質が焦点 

有害化学物質のテーマにおいても、6 社程度の企業を対象とします。なかでも、数千年にもわたって有毒性

が持続するため「永久に残る化学物質」と呼ばれる有機フッ素化合物（PFAS）の段階的な使用廃止を目指し

ます。普及が大きく進んだために、プラネタリー・バウンダリーの概念において、「新規化学物質」は 2023 年

に限界値を大幅に超過しました（下図参照）。 

 

  
新規化学物質はプラネタリー・バウンダリーの限界値を超過した 6 項目の 1 つ。 出所：Science Advances [1] 

 

化学業界を担当するシニア・エンゲージメント・スペシャリストの Sylvia van Waveren は、次のように述べてい

ます。「プラネタリー・バウンダリーの概念において、海洋生物多様性と有害化学物質はいずれも安全圏を

大きく超えています。」 

 

「有害化学物質のテーマは、スウェーデンの NGO で投資家に関連リサーチを提供する ChemSec と協働で

エンゲージメント[2] を行います。先頃、ChemSec が対象とする 54 社宛ての、有害化学物質の段階的な使用

廃止に関する書簡に署名しました。2024 年は、海洋生物多様性テーマ同様、特に重要な 6 社とのエンゲー

ジメントに優先的に取り組みます。」 

 

「使用後何十年にもわたって生態系に大きな被害を及ぼす可能性のある PFAS のような物質の使用を、段

階的に廃止することが肝要です。製造企業は、通常の化学製品や農薬、また、化学業界のさまざまな分野

において、これらを有害性の低い化学物質で代替していく必要があります。」 

https://euc-word-edit.officeapps.live.com/we/wordeditorframe.aspx?ui=en%2DUS&rs=en%2DGB&wopisrc=https%3A%2F%2Frobecobv.sharepoint.com%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2FCDS%2F_vti_bin%2Fwopi.ashx%2Ffiles%2Fe1dba2fb6b374ff59c0efc660db51ab1&sc=https%3A%2F%2Frobecobv%2Esharepoint%2Ecom%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2Fcds%2Flists%2Fcds%2Fupcoming%2520content1%2Easpx&wdenableroaming=1&mscc=1&hid=61ECF9A0-C0D9-7000-DFFA-CDF03F33313F&wdorigin=Other&jsapi=1&jsapiver=v1&newsession=1&corrid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&usid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&sftc=1&cac=1&mtf=1&sfp=1&instantedit=1&wopicomplete=1&wdredirectionreason=Unified_SingleFlush&rct=Normal&ctp=LeastProtected#_ftn1
https://euc-word-edit.officeapps.live.com/we/wordeditorframe.aspx?ui=en%2DUS&rs=en%2DGB&wopisrc=https%3A%2F%2Frobecobv.sharepoint.com%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2FCDS%2F_vti_bin%2Fwopi.ashx%2Ffiles%2Fe1dba2fb6b374ff59c0efc660db51ab1&sc=https%3A%2F%2Frobecobv%2Esharepoint%2Ecom%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2Fcds%2Flists%2Fcds%2Fupcoming%2520content1%2Easpx&wdenableroaming=1&mscc=1&hid=61ECF9A0-C0D9-7000-DFFA-CDF03F33313F&wdorigin=Other&jsapi=1&jsapiver=v1&newsession=1&corrid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&usid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&sftc=1&cac=1&mtf=1&sfp=1&instantedit=1&wopicomplete=1&wdredirectionreason=Unified_SingleFlush&rct=Normal&ctp=LeastProtected#_ftn2
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赤信号が点滅 

現行の気候関連テーマ「パリ協定の加速化」を継続し、2024 年はパリ協定の気温目標達成を目指すビジネ

スモデルへの移行の加速に、より重点を置きます。42 社に対して達成すべき最低基準を設定し、その期限

を、先進国の企業は 2026 年、新興国の企業は 2028 年とします。 

 

ロベコで気候関連エンゲージメントの調整役を務めるシニア・エンゲージメント・スペシャリストの Cristina 

Cedillo は、次のように述べています。「より強化された気候関連テーマにおいては、グリーン、ライトグリー

ン、黄色、赤から成る段階別評価（信号）システムを用いて、脱炭素化の進捗状況を評価します。」  

 

「信号システムの対象 146 社の中で、ロベコの最低基準を明らかに下回るのは赤信号に分類される 42 社

であり、そのうち 20%程度をエンハンスト・エンゲージメント・プログラム『パリ協定の加速化』の対象として選

定しました。」 

 

「最低基準の 1 つは、スコープ 1 と 2 の排出量データを公表したうえで排出削減目標を設定することです。

これは炭素集約型セクターにおいては極めて重要です。」 

 

「さらに、石油ガス会社に対しては、現時点では実現していませんが、メタンガスの排出目標を設定するよう

求めていきます。また、石炭火力発電所を新設しない方針へのコミットも求めていきます。これらの基準は

全てエンハンスト・エンゲージメント・プログラムに組み込まれ、エンゲージメントの成果が見られないと判断

した場合には、投資対象から除外する可能性があります。」 

ファッション業界に徹底して注力 

2023 年には、ファッション業界に注目したロベコ独自のファッション・エンゲージメント株式戦略の運用開始

に伴い、当戦略独自のエンゲージメント・テーマを設定し、当戦略のアナリスト・チームがこれを担うこととな

りました。繊維産業で働く数百万人もの低賃金労働者は、危険な労働環境や労働者権利の脆弱性といった

問題にさらされていることから、これまでは、より広範な人権問題テーマの一環としてファッション業界への

働き掛けを行ってきました。 

 

ロベコでは、ロベコのサステナブル投資戦略に投資し、投資先企業とのエンゲージメントをロベコに任せて

いるお客様と徹底した協議を行い、これを踏まえてエンゲージメント・テーマを選定します。エンゲージメント

責任者である Peter van der Werf は、次のように述べています。 「お客様の声に耳を傾け、それを受けてア

プローチを修正しました。」   

 

「いずれのお客様も、エンゲージメントの最重要テーマとして気候変動問題を挙げています。そのため、この

中核的エンゲージメント・テーマと関連トピックにより多くの資源を配分することとしました。これまでは、特定

の企業ピアグループを深掘りし、エンゲージメント・テーマを設定し、集中的にエンゲージメントを行い、一定

期間後に当該テーマのエンゲージメントを一斉に終了していました。今後は、投資リサーチやサステナビリ

ティ・リサーチを通じてエンゲージメントの必要性が指摘された場合、その都度、対象企業を随時追加して

いく方針です。」 

 

「今後も、気候、生物多様性、人権、ガバナンスという『常設』テーマへのエンゲージメントを続けていきま

す。いずれも継続的な取り組みとなりますが、投資先企業に差し迫った問題となる箇所に集中的に取り組

む方針です。」 

  

 

 
[1] https://www.science.org/doi/10.1126/sciadv.adh2458 
[2] https://chemsec.org/ 

 

https://euc-word-edit.officeapps.live.com/we/wordeditorframe.aspx?ui=en%2DUS&rs=en%2DGB&wopisrc=https%3A%2F%2Frobecobv.sharepoint.com%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2FCDS%2F_vti_bin%2Fwopi.ashx%2Ffiles%2Fe1dba2fb6b374ff59c0efc660db51ab1&sc=https%3A%2F%2Frobecobv%2Esharepoint%2Ecom%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2Fcds%2Flists%2Fcds%2Fupcoming%2520content1%2Easpx&wdenableroaming=1&mscc=1&hid=61ECF9A0-C0D9-7000-DFFA-CDF03F33313F&wdorigin=Other&jsapi=1&jsapiver=v1&newsession=1&corrid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&usid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&sftc=1&cac=1&mtf=1&sfp=1&instantedit=1&wopicomplete=1&wdredirectionreason=Unified_SingleFlush&rct=Normal&ctp=LeastProtected#_ftnref1
https://www.science.org/doi/10.1126/sciadv.adh2458
https://euc-word-edit.officeapps.live.com/we/wordeditorframe.aspx?ui=en%2DUS&rs=en%2DGB&wopisrc=https%3A%2F%2Frobecobv.sharepoint.com%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2FCDS%2F_vti_bin%2Fwopi.ashx%2Ffiles%2Fe1dba2fb6b374ff59c0efc660db51ab1&sc=https%3A%2F%2Frobecobv%2Esharepoint%2Ecom%2Fsites%2Fteams001%2Fcmo%2Fcds%2Flists%2Fcds%2Fupcoming%2520content1%2Easpx&wdenableroaming=1&mscc=1&hid=61ECF9A0-C0D9-7000-DFFA-CDF03F33313F&wdorigin=Other&jsapi=1&jsapiver=v1&newsession=1&corrid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&usid=ccd1bacf-1c20-461f-9429-6fef3e0cbb35&sftc=1&cac=1&mtf=1&sfp=1&instantedit=1&wopicomplete=1&wdredirectionreason=Unified_SingleFlush&rct=Normal&ctp=LeastProtected#_ftnref2
https://chemsec.org/


 

 

 

 

 

 

 

重要事項 

 

 

 

当資料は情報提供を目的として、Robeco Institutional Asset Management B.V. (以下“ロベコ”)が作成し

た資料をロベコ・ジャパン株式会社が翻訳したものです。資料中の個別の金融商品の売買の勧誘

や推奨等を目的とするものではありません。記載された情報は十分信頼できるものであると考えて

おりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。意見や見通しはあくまで作成日

における弊社の判断に基づくものであり、今後予告なしに変更されることがあります。運用状況、市

場動向、意見等は、過去の一時点あるいは過去の一定期間についてのものであり、過去の実績は

将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。また、記載された投資方針・戦略等は

全ての投資家の皆様に適合するとは限りません。当資料は法律、税務、会計面での助言の提供を

意図するものではありません。 

 

ご契約に際しては、必要に応じ専門家にご相談の上、最終的なご判断はお客様ご自身でなさるよう

お願い致します。 

 

運用を行う資産の評価額は、組入有価証券等の価格、金融市場の相場や金利等の変動、および

組入有価証券の発行体の財務状況による信用力等の影響を受けて変動します。また、外貨建資産

に投資する場合は為替変動の影響も受けます。運用によって生じた損益は、全て投資家の皆様に

帰属します。したがって投資元本や一定の運用成果が保証されているものではなく、投資元本を上

回る損失を被ることがあります。弊社が行う金融商品取引業に係る手数料または報酬は、締結され

る契約の種類や契約資産額により異なるため、当資料において記載せず別途ご提示させて頂く場

合があります。具体的な手数料または報酬の金額・計算方法につきましては弊社担当者へお問合

せください。当資料および記載されている情報、商品に関する権利は弊社に帰属します。したがっ

て、弊社の書面による同意なくしてその全部もしくは一部を複製またはその他の方法で配布するこ

とはご遠慮ください。 

 

商号等 ロベコ・ジャパン株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 号

加入協会：一般社団法人 日本投資顧問業協会


